
日本企業を直撃、新しい EUプロダクト規制の動き 

「新エコデザイン規則（ESPR）とデジタルプロダクトパスポート（DPP）」 

 

➡ ErP指令を大幅に刷新した「サステナブル製品のエコデザイン規則（ESPR）」の徹底分析。 

➡ 欧州市場で流通するあらゆる製品を対象としたデジタル製品パスポート（DPP）がわかる。 

➡ 着々と準備を進めつつある欧州企業の取組みと日本のウラノスエコシステム等の政策を勘案した日

本企業としての対策は？ 

 

■講演ポイント 

2024 年 6 月 28 日に「サステナブル製品のエコデザイン規則（ESPR）」が公布されました。過去の

法律には存在しなかった ESPRは、従来の ErP指令（エコデザイン指令）を改正するもので，いわゆる

CE マーキング指令の一つですが、対象製品が一気に拡大したとともに斬新な要求事項が多数盛り込ま

れています。過去に発表された欧州委員会案よりもさらにボリュームが増し、80 条までの大冊となっていま

す。本セミナーでは要点を抽出して徹底分析します。 さらに着目すべきは、EU のサステナブル政策の目

玉でもあるデジタル製品パスポート（DPP）が、規定されていることです。DPPは原則としてあらゆる製品

を対象とし、EU域外を含むサプライチェーンに沿ったすべての生産・流通・加工拠点に関する詳細な一連

の環境負荷情報や資源循環性に関わる情報を収納した、データパッケージのことです。EU 政府はこの

DPP を数値的なエビデンスに基づき，第三者検証とトレーサビリティーを確保しつつ、誰もが読み出すこと

のできる情報として政府のデータベースに登録することを、ESPR のみならず複数の法律によって義務づけ

つつあります。 着々と準備を進めつつある欧州企業の取り組みと、これに追いつこうと開始した日本の取

り組みの最前線をご紹介するとともに、日本企業としての対策を述べます。 

 

■開催概要 

•開催日時：2024年 12月 18日（水）10:30-16:30（質疑応答含む） 

•開催形式：オンライン開催（Zoom） 

•受講費用：45,100円（税込み）  

※1社 2名以上同時お申し込みの場合、1名につき 35,200円（税込み） 

※テキスト代は含まれております。 

•支払方法：開催当日～1週間以内に、郵送にて請求書をお送りします。 

※請求書記載の期日（ご請求書発行日より 30日後）までにお振込にてお支払いください。 

※請求書はセミナー受講後に発行します。 

 

 

 



■講演プログラム 

1.改正エコデザイン規則（ESPR） 

 1.1 全体構成 

 1.2 適用範囲 

 1.3 定義 

 1.4 エコデザイン要求 

 1.5 含有化学物質要求 

 1.6 性能要求 

 1.7 情報開示要求 

 1.8 売れ残り商品に関する斬新な要求 

 1.9 法の向け道に関する要求 

 1.10 デジタル製品パスポートの要件 

 1.11 CE マーキング適合プロセス 

 1.12 サステナブル製品の奨励施策 

 1.13 最初に適用される優先製品 

 

2.DPPの生まれた背景と関連する法律 

 2.1 サーキュラーエコノミーアクションプラン 

 2.2 CBAM（炭素国境調整メカニズム） 

 2.3 改正電池指令 

  2.4  修理する権利法 

  2.5  CRM（重要原材料）規則 

 2.6 一般製品安全規則とニューアプローチの適用拡大 

 

3.DPP国際標準化の動き 

 3.1 IEC, JTC1 および CEN/CLCでの DPP標準化 

 3.2 TC 323／WG5 （製品循環性データシート：PCDS）の開発状況 

 3.3 サーキュラーエコノミーに関連する欧州規格 

 

4.日本企業への影響分析と対策 

 4.1 含有化学物質要求の影響 

 4.2 資源循環性というサステナビリティ側面の影響 

 4.3 DPP の及ぼす影響 

 4.4 欧州業界団体の素早い対応 

 4.5 日本政府のイニシアティブと企業の対応策 

（質疑応答） 



■担当講師 

一般社団法人 サステナブルビジネス研究所 代表理事 

多摩大学 ルール形成戦略研究所 客員教授 

工学博士 市川芳明 氏 

 

■講師紹介 

＊関連の学会・協会等での活動 

IEC TC111（環境規格委員会）前国際議長，現 CAG メンバ，ISO TC/268/SC1 (スマートコミ

ュニティインフラ）前国際議長，IEC ACEA（環境諮問委員会）日本代表，ISO TC323（サーキュ

ラーエコノミー）国際主査，ISO TC207（環境マネジメント）エキスパート，CENELEC（欧州電気

規格委員会）オブザーバー 

 

■お申し込み 

以下「お申し込みフォーム」へ必要事項をご入力後、「登録」ボタンをクリックいただき画面が変わりましたら

登録完了となります。必要に応じて表示されるリンクをコピーし、ご自身で保管をお願い申し上げます。 

 

＞お申し込みフォーム＜  

 

万が一、登録確認のメールが届かない等お申し込みに不具合がありましたら、お手数ですが担当までお

問い合わせをお願いいたします。 

 

■ZOOM リンクについて 

1、前日までに ZOOM リンクがお手元に届いているか、必ずご確認ください。 

会社様のメール設定によってはドメインで弾かれる・迷惑メールフォルダへ自動振り分けされる可能もござ

います。 

もしメールが届かない等の不具合がありましたら、お手数ですが末尾連絡先までお知らせください。 

 

2、お手元に届く ZOOM リンクは個別の専用リンクとなっており、他の方への共有はご遠慮ください。 

同じリンクを用いて複数デバイスからの参加はできない設定となっておりますので、ご注意ください。 

ご不明点、接続に関するご相談がございましたら末尾連絡先までお知らせください。 

 

 

 

 

 

 

https://tuv.zoom.us/webinar/register/WN_KyZ2N4lpSBWwQKkURpNauA


■お申し込み後のキャンセルについて 

開催日 1週間前（12月 11日）を〆切といたします。 

こちらを過ぎますとキャンセルをお受けできなくなってしまい、受講料のご請求をさせていただく形となりますの

で予めご了承の上、お申し込みください。尚、代理受講者を立てて頂くことは可能です。その際は末尾連

絡先までメールでお知らせください。 

 

■セミナーに関する弊社からの連絡予定 

・参加者様全員へセミナー資料（PDF）送付：セミナー数日前、メールにて送付 

↓ 

・セミナー当日：2024年 12月 18日 

↓ 

・ご請求書（紙）送付：セミナー当日～1週間以内に発行・順次郵送にて発送 

 

■お申し込み時のご同意事項 

本講座へのお申し込みに当たっては、以下にご同意の上でお申し込みをお願いいたします。 

• テュフ ラインランド個人情報保護宣言 

• アカデミーオンライントレーニングサービス利用規約 

• 特定商取引法に基づく表記 

 

■本件のお問い合わせ 

テュフ ラインランド ジャパン株式会社 

ピープル＆ビジネスアシュアランス事業部 

ac-info@jpn.tuv.com 

 

https://www.tuv.com/japan/jp/data-protection-declaration-jp/
https://www.tuv.com/content-media-files/japan/pdfs/imprint-procurement/tuv-rheinland-japan-academy-online-training-terms-of-service-jp.pdf
https://www.tuv.com/japan/jp/lp/tuv-rheinland-academy/legal-notation.html
mailto:ac-info@jpn.tuv.com

